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Ⅰ　注 意 事 項

1　解答用紙に，正しく記入・マークされていない場合は，採点できないことがあ

ります。

₂　この問題冊子は，₂₅ ページあります。試験中に問題冊子の印刷不鮮明，ペー

ジの落丁・乱丁及び解答用紙の汚れ等に気付いた場合は，手を高く挙げて監督者

に知らせなさい。

₃　選択問題については，いずれか 2問を選択し，その問題番号の解答欄に解答し

なさい。

₄　問題冊子の余白等は適宜利用してよいが，どのページも切り離してはいけません。

₅　問題冊子は最後に回収します。監督者の指示に従って返却しなさい。

Ⅱ　解答上の注意

1　解答は，解答用紙の問題番号に対応した解答欄にマークしなさい。

₂　問題の文中の ア ， イウ などには，特に指示がない限り，符号（-）

数字（ 0 ～ ₉），又は文字（ａ～ｄ）が入ります。ア，イ，ウ，…の一つ一つは，�

これらのいずれか一つに対応します。それらを解答用紙のア，イ，ウ，…で示さ

れた解答欄にマークして答えなさい。

（例 1）　 アイウ に-₈aと答えたいとき

ア ― 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 a b c d

イ ― 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 a b c d

ウ ― 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 a b c d

この解答上の注意は，問題冊子の裏表紙にも続きます。問題冊子を裏返して必ず読

みなさい。

試験開始の指示があるまで，この問題冊子の中を見てはいけません。

数 学 Ⅱ ・ 数 学 Ｂ �100 点
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数学Ⅱ・数学Ｂ
問　題 選　択　方　法

第 1問 必　　　答

第 2問 必　　　答

第 3問

いずれか ₂ 問を選択し，

解答しなさい。
第 4問

第 5問
�

�
�

�
�

�
�

�
�
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（必答問題）

〔 ₁ 〕　aを定数とする。座標平面上に，原点を中心とする半径 ₅ の円 Cと，  

直線 l：x+ y= aがある。

Cと lが異なる ₂ 点で交わるための条件は，

ア イ- 1 a1 ア イ 　　　……… ①

である。①の条件を満たすとき，Cと lの交点の一つを P（s，t）とする。こ

のとき，

st
a2

オ

　
=

-

である。

第 1問

ウエ

（数学Ⅱ・数学Ｂ第 1問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ
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〔 ₂ 〕　aを ₁ でない正の実数とする。ⅰ〜ⅲのそれぞれの式について，正しいも

のを，下の 0〜 3のうちから一つずつ選べ。ただし，同じものを繰り返し選

んでもよい。

ⅰ　 a a a34 3

2
2# =  カ

ⅱ　
a

a a

4

2

22

6 3

=
]

]

g

g
 キ

ⅲ　 log log loga a a4 2 4 2
- =] g 　　　　 ク

0　式を満たす aの値は存在しない。

1　式を満たす aの値はちょうど一つである。

2　式を満たす aの値はちょうど二つである。

3　どのような aの値を代入しても成り立つ式である。

（数学Ⅱ・数学Ｂ第 1問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ
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〔 ₃ 〕

⑴　下の図の点線は y= sin xのグラフである。ⅰ，ⅱの三角関数のグラフ

が実線で正しくかかれているものを，下の 0〜 9のうちから一つずつ選

べ。ただし，同じものを選んでもよい。

ⅰ　y= sin ₂x　 ケ  ⅱ　y= sin x
2

3
r+d n　 コ

0

y

xO 1

y

xO

2

y

xO 3

y

xO

4

y

xO 5

y

xO

6

y

xO 7

y

xO

8

y

xO 9

y

xO

（数学Ⅱ・数学Ｂ第 1問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ
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⑵　次の図はある三角関数のグラフである。その関数の式として正しいもの

を，下の 0〜 7のうちからすべて選べ。 サ

y

x

₂

₁

-₁
r ₂rO

-₂

2

3
r

2

r

0　y= ₂ sin x2
2

r
+d n 1　y= ₂ sin x2

2

r
-d n

2　y= ₂ sin ₂ x
2

r
+d n 3　y= sin ₂ x2

2

r
-d n

4　y= ₂ cos x2
2

r
+d n 5　y= ₂ cos ₂ x

2

r
-d n

6　y= ₂ cos ₂ x
2

r
+d n 7　y= cos ₂ x2

2

r
-d n

（数学Ⅱ・数学Ｂ第 1問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ
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〔 ₄ 〕　先生と太郎さんと花子さんは，次の問題とその解答について話している。

三人の会話を読んで，下の問いに答えよ。

【問題】

x，yを正の実数とするとき， x
y
y

x
1 4

+ +d dn nの最小値を求めよ。

x2 ₀，
y
1

02 であるから，相加平均と相乗平均の関係により

x
y

x
y y

x1
2

1
2$F+ = 　　　……… ①

y2 ₀，
x
4

02 であるから，相加平均と相乗平均の関係により

y
x

y
x x

y4
2

4
4$F+ = 　　　……… ②

である。①，②の両辺は正であるから，

x
y
y

x y
x

x
y1 4

2 4 8$F+ + =d dn n

よって，求める最小値は ₈ である。

x
y
y

x
xy

xy
1 4 4

5+ + = + +d dn n

であり，xy2 ₀ であるから，相加平均と相乗平均の関係により

xy
xy

xy
xy

4
2

4
4$F+ =

である。すなわち，

xy
xy
4

5 4 5 9F+ + + =

よって，求める最小値は ₉ である。

【解答 A】

【解答 B】

（数学Ⅱ・数学Ｂ第 1問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ
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先生　「同じ問題なのに，解答 A と解答 B で答えが違っていますね。」

太郎　「計算が間違っているのかな。」

花子　「いや，どちらも計算は間違えていないみたい。」

太郎　「答えが違うということは，どちらかは正しくないということだよね。」

先生　「なぜ解答 A と解答 B で違う答えが出てしまったのか，考えてみま

しょう。」

花子　「実際に xと yに値を代入して調べてみよう。」

太郎　「例えば x= ₁，y= ₁ を代入してみると， x
y
y

x
1 4

+ +d dn nの値は

₂# ₅ だから ₁₀ だ。」

花子　「x= ₂，y= ₂ のときの値は
2

5
4 10# = になった。」

太郎　「x= ₂，y= ₁ のときの値は ₃# ₃= ₉ になる。」

（太郎と花子，いろいろな値を代入して計算する）

花子　「先生，ひょっとして シ ということですか。」

先生　「そのとおりです。よく気づきましたね。」

花子　「正しい最小値は ス ですね。」

⑴　 シ に当てはまるものを，次の 0〜 3のうちから一つ選べ。

0　xy
xy
4

4+ = を満たす x，yの値がない

1　x
y y

x1
2+ = かつ xy

xy
4

4+ = を満たす x，yの値がある

2　x
y y

x1
2+ = かつ y

x x
y4

4+ = を満たす x，yの値がない

3　x
y y

x1
2+ = かつ y

x x
y4

4+ = を満たす x，yの値がある

⑵　 ス に当てはまる数を答えよ。

数学Ⅱ・数学Ｂ
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（必答問題）

aを定数とする。関数 xf ] gに対し，
a

S x f t dt
x

=] ]g g# とおく。このとき，関

数 xS ] gの増減から y f x= ] gのグラフの概形を考えよう。

⑴　S x] gは ₃ 次関数であるとし，y S x= ] gのグラフは次の図のように， ₂ 点

（-₁，₀），（₀，₄）を通り，点（₂，₀）で x軸に接しているとする。

y S x= ] g

₄

₂-₁ O

y

x

このとき，

S x =] g x xア イ+ -b bl l
ウ

である。S a] g= エ であるから，aを負の定数とするとき，a= オカ

である。

第 2問

（数学Ⅱ・数学Ｂ第 2問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ
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関数 xS ] gは x= キ を境に増加から減少に移り，x= ク を境に

減少から増加に移っている。したがって，関数 xf ] gについて，x= キ

のとき ケ であり，x= ク のとき コ である。また，  

キ 1 x1 ク の範囲では サ である。

ケ ， コ ， サ については，当てはまるものを，次の 0〜 4

のうちから一つずつ選べ。ただし，同じものを繰り返し選んでもよい。

0　 xf ] gの値は ₀ 1　 xf ] gの値は正 2　 xf ] gの値は負

3　 xf ] gは極大 4　 xf ] gは極小

y f x= ] gのグラフの概形として最も適当なものを，次の 0〜 5のうちから

一つ選べ。 シ

0 1 2

x x x

3 4 5

x x x

（数学Ⅱ・数学Ｂ第 2問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ
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⑵　⑴からわかるように，関数 xS ] gの増減から y f x= ] gのグラフの概形を考え

ることができる。

a= ₀ とする。次の 0〜 4は y xS= ] gのグラフの概形と y f x= ] gのグラフ

の概形の組である。このうち，
0

S x f t dt
x

=] ]g g# の関係と矛盾するものを二つ

選べ。 ス

0

y

x₁O

y xS= ] g

x

y

₁O

y xf= ] g

1

y

x
O ₁

y xS= ] g

x

y

O ₁

y xf= ] g

（数学Ⅱ・数学Ｂ第 2問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ
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2

y

xO ₁

y xS= ] g

x

y

₁O

y xf= ] g

3

y

xO ₁

y xS= ] g

x

y

₁O

y xf= ] g

4

y

x
O ₁y xS= ] g

x

y

₁
O

y xf= ] g

数学Ⅱ・数学Ｂ
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（選択問題）

次の文章を読んで，下の問いに答えよ。

ある薬 D を服用したとき，有効成分の血液中の濃度（血中濃度）は一定の

割合で減少し，T時間が経過すると
2

1 倍になる。薬 D を ₁ 錠服用すると，

服用直後の血中濃度は Pだけ増加する。時間 ₀ で血中濃度が Pであると

き，血中濃度の変化は次のグラフで表される。適切な効果が得られる血中濃

度の最小値をM，副作用を起こさない血中濃度の最大値を Lとする。

薬 D については，M= ₂，L= ₄₀，P= ₅，T= ₁₂ である。

⑴　薬 D について，₁₂ 時間ごとに ₁ 錠ずつ服用するときの血中濃度の変化は次

のグラフのようになる。

血中濃度

時間

a₃

a₂

a₁

↑
₁ 回目

O
↑

₃ 回目

₂₄
↑

₂ 回目

₁₂

第 3問

第 3問〜第 5問は，いずれか 2問を選択し，解答しなさい。

血中濃度

時間

P

P
2

1

P
4

1

O T ₂T

（数学Ⅱ・数学Ｂ第 3問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ
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nを自然数とする。an は n回目の服用直後の血中濃度である。a1 は Pと一

致すると考えてよい。第（n+ ₁）回目の服用直前には，血中濃度は第 n回目の

服用直後から時間の経過に応じて減少しており，薬を服用した直後に血中濃度

が Pだけ上昇する。この血中濃度が an 1+ である。

P= ₅，T= ₁₂ であるから，数列 an" ,の初項と漸化式は

a1 ア= ，a an n1

ウ

イ
エ= ++ 　（n= ₁，₂，₃，…）

となる。

数列 an" ,の一般項を求めてみよう。

数列 a dn-" ,が等比数列となるような定数 dを求める。d= オカ  

に対して，数列 a dn-" ,が公比
ク

キ
の等比数列になることを用い

る。

階差数列をとって考える。数列 a an n1-+" ,が公比
コ

ケ
の等比数

列になることを用いる。

いずれの考え方を用いても，一般項を求めることができ，

an=

n 1

　 ス
ソ

セ
-

-

f p 　　（n= ₁，₂，₃，…）

である。

【考え方 ₁ 】

【考え方 ₂ 】

サシ

（数学Ⅱ・数学Ｂ第 3問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ
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⑵　薬 D については，M= ₂，L= ₄₀ である。薬 D を ₁₂ 時間ごとに ₁ 錠ずつ

服用する場合，n回目の服用直前の血中濃度が a Pn- であることに注意し

て，正しいものを，次の 0〜 5のうちから二つ選べ。 タ

0　 ₄ 回目の服用までは血中濃度が Lを超えないが， ₅ 回目の服用直後に血

中濃度が Lを超える。

1　 ₅ 回目の服用までは血中濃度が Lを超えないが，服用し続けるといつか

必ず Lを超える。

2　どれだけ継続して服用しても血中濃度が Lを超えることはない。

3　 ₁ 回目の服用直後に血中濃度が Pに達して以降，血中濃度がMを下回る

ことはないので， ₁ 回目の服用以降は適切な効果が持続する。

4　 ₂ 回目までは服用直前に血中濃度がM未満になるが， ₂ 回目の服用以降

は，血中濃度がMを下回ることはないので，適切な効果が持続する。

5　 ₅ 回目までは服用直前に血中濃度がM未満になるが， ₅ 回目の服用以降

は，血中濃度がMを下回ることはないので，適切な効果が持続する。

⑶　⑴と同じ服用量で，服用間隔の条件のみを ₂₄ 時間に変えた場合の血中濃度

を調べよう。薬 D を ₂₄ 時間ごとに ₁ 錠ずつ服用するときの，n回目の服用直

後の血中濃度を bn とする。n回目の服用直前の血中濃度は b Pn- である。

最初の服用から ₂₄n時間経過後の服用直前の血中濃度である a Pn2 1-+ と

b Pn 1-+ を比較する。b Pn 1-+ と a Pn2 1-+ の比を求めると，

a

b

P

P

n

n

2 1

1

-

-
=

+

+

ツ

チ

となる。

（数学Ⅱ・数学Ｂ第 3問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ
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⑷　薬 D を ₂₄ 時間ごとに k錠ずつ服用する場合には，最初の服用直後の血中濃

度は kPとなる。服用量を変化させても Tの値は変わらないものとする。

薬 D を ₁₂ 時間ごとに ₁ 錠ずつ服用した場合と ₂₄ 時間ごとに k錠ずつ服用

した場合の血中濃度を比較すると，最初の服用から ₂₄n時間経過後の各服用

直前の血中濃度が等しくなるのは，k= テ のときである。したがって，

₂₄ 時間ごとに k錠ずつ服用する場合の各服用直前の血中濃度を，₁₂ 時間ごと

に ₁ 錠ずつ服用する場合の血中濃度以上とするためには kF テ でなく

てはならない。

また，₂₄ 時間ごとの服用量を テ 錠にするとき，正しいものを，次の

0〜 3のうちから一つ選べ。 ト

0　 ₁ 回目の服用以降，服用直後の血中濃度が常に Lを超える。

1　 ₄ 回目の服用直後までの血中濃度は L未満だが， ₅ 回目以降は服用直後

の血中濃度が常に Lを超える。

2　 ₉ 回目の服用直後までの血中濃度は L未満だが，₁₀ 回目以降は服用直後

の血中濃度が常に Lを超える。

3　どれだけ継続して服用しても血中濃度が Lを超えることはない。

数学Ⅱ・数学Ｂ
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（選択問題）

四面体 OABC について，OA9 BC が成り立つための条件を考えよう。次の

問いに答えよ。ただし， aOA= ， bOB= ， cOC= とする。

⑴　O（₀，₀，₀），A（₁，₁，₀），B（₁，₀，₁），C（₀，₁，₁）のとき，a b・ = ア

となる。OA 0] ，BC 0] であることに注意すると，OA BC・ = イ に

より OA9 BC である。

⑵　四面体 OABC について，OA9 BC となるための必要十分条件を，次の 

0〜 3のうちから一つ選べ。 ウ

0　a b b c・ ・=  1　a b ca・ ・=

2　b c 0・ =  3　 a b c・=2

第 4問

第 3問〜第 5問は，いずれか 2問を選択し，解答しなさい。

（数学Ⅱ・数学Ｂ第 4問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ
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⑶　OA9 BC が常に成り立つ四面体を，次の 0 〜 5 のうちから一つ選べ。

エ

0　OA= OB かつ+AOB=+AOC であるような四面体 OABC

1　OA= OB かつ+AOB=+BOC であるような四面体 OABC

2　OB= OC かつ+AOB=+AOC であるような四面体 OABC

3　OB= OC かつ+AOC=+BOC であるような四面体 OABC

4　OC= OA かつ+AOC=+BOC であるような四面体 OABC

5　OC= OA かつ+AOB=+BOC であるような四面体 OABC

（数学Ⅱ・数学Ｂ第 4問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ
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⑷　OC= OB= AB= AC を満たす四面体 OABC について，OA9 BC が成り

立つことを下のように証明した。

線分 OA の中点を D とする。

BD
2

1
= オ カ+b l，OA= オ カ- により

BD OA
2

1
・ =

2 2

オ カ-' 1である。

また， オ カ= により OA BD 0・ = である。

同様に， キ により OA DC 0・ = である。

このことから OA 0] ，BC 0] であることに注意すると，

OA B OA BC D CD 0・ ・= - =_ i により OA9 BC である。

ⅰ　 オ ， カ に当てはまるものを，次の 0〜 3のうちからそれぞれ

一つずつ選べ。ただし，同じものを選んでもよい。

0　BA 1　BC 2　BD 3　BO

ⅱ　 キ に当てはまるものを，次の 0〜 4のうちから一つ選べ。

0　 CO CB=  1　 CO CA=  2　OB OC=

3　AB AC=  4　 BO BA=

【証明】

（数学Ⅱ・数学Ｂ第 4問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ
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⑸　⑷の証明は，OC= OB= AB= AC のすべての等号が成り立つことを条件

として用いているわけではない。このことに注意して，OA9 BC が成り立つ

四面体を，次の 0〜 3のうちから一つ選べ。 ク

0　OC= AC かつ OB= AB かつ OB] OC であるような四面体 OABC

1　OC= AB かつ OB= AC かつ OC] OB であるような四面体 OABC

2　OC= AB= AC かつ OC] OB であるような四面体 OABC

3　OC= OB= AC かつ OC] AB であるような四面体 OABC

数学Ⅱ・数学Ｂ
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（選択問題）

ある工場では，内容量が ₁₀₀ g と記載されたポッ

プコーンを製造している。のり子さんが，この工場

で製造されたポップコーン ₁ 袋を購入して調べたと

ころ，内容量は ₉₈ g であった。のり子さんは「記載

された内容量は誤っているのではないか」と考え

た。そこで，のり子さんは，この工場で製造された

ポップコーンを ₁₀₀ 袋購入して調べたところ，標本

平均は ₁₀₄ g，標本の標準偏差は ₂ g であった。

以下の問題を解答するにあたっては，必要に応じて ₂₅ ページの正規分布表を

用いてもよい。

⑴　ポップコーン ₁ 袋の内容量を確率変数 Xで表すこととする。のり子さんの

調査の結果をもとに，Xは平均 ₁₀₄ g，標準偏差 ₂ g の正規分布に従うものと

する。

このとき，Xが ₁₀₀ g 以上 ₁₀₆ g 以下となる確率は ₀． アイウ であり，X

が ₉₈ g 以下となる確率は ₀． エオカ である。この ₉₈ g 以下となる確率は，

「コインを キ 枚同時に投げたとき，すべて表が出る確率」に近い確率であ

り，起こる可能性が非常に低いことがわかる。 キ については，最も適当

なものを，次の 0〜 4のうちから一つ選べ。

0　 ₆  1　 ₈  2　₁₀ 3　₁₂ 4　₁₄

第 5問

第 3問〜第 5問は，いずれか 2問を選択し，解答しなさい。

（数学Ⅱ・数学Ｂ第 5問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ
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のり子さんがポップコーンを購入した店では，この工場で製造されたポップ

コーン ₂ 袋をテープでまとめて売っている。ポップコーンを入れる袋は ₁ 袋あ

たり ₅ g であることがわかっている。テープでまとめられたポップコーン ₂ 袋

分の重さを確率変数 Yで表すとき，Yの平均を mY，標準偏差を vとおけば，

mY = クケコ である。ただし，テープの重さはないものとする。

また，標準偏差 vと確率変数 X，Yについて，正しいものを，次の 0〜 5

のうちから一つ選べ。 サ

0　v= ₂ であり，Yについて m mY2 2Y YE E- + となる確率は，Xにつ

いて ₁₀₂E XE ₁₀₆ となる確率と同じである。

1　 2 2v= であり，Yについて m mY2 2 2 2Y YE E- + となる確率

は，Xについて ₁₀₂E XE ₁₀₆ となる確率と同じである。

2　 2 2v= であり，Yについて m mY2 2 2 2Y YE E- + となる確率

は，Xについて ₁₀₂E XE ₁₀₆ となる確率の 2 倍である。

3　v= ₄ であり，Yについて m mY2 2Y YE E- + となる確率は，Xにつ

いて ₁₀₂E XE ₁₀₆ となる確率と同じである。

4　v= ₄ であり，Yについて m Y m4 4Y YE E- + となる確率は，Xにつ

いて ₁₀₂E XE ₁₀₆ となる確率と同じである。

5　v= ₄ であり，Yについて m Y m4 4Y YE E- + となる確率は，Xにつ

いて ₁₀₂E XE ₁₀₆ となる確率の ₄ 倍である。

（数学Ⅱ・数学Ｂ第 5問は次ページに続く。）
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⑵　次にのり子さんは，内容量が ₁₀₀ g と記載されたポップコーンについて，内

容量の母平均mの推定を行った。

のり子さんが調べた ₁₀₀ 袋の標本平均 ₁₀₄ g，標本の標準偏差 ₂ g をもとに

考えるとき，小数第 ₂ 位を四捨五入した信頼度（信頼係数）₉₅ ％ の信頼区間

を，次の 0〜 5のうちから一つ選べ。 シ

0　₁₀₀．₁EmE ₁₀₇．₉ 1　₁₀₂．₀EmE ₁₀₆．₀

2　₁₀₃．₀EmE ₁₀₅．₀ 3　₁₀₃．₆EmE ₁₀₄．₄

4　₁₀₃．₈EmE ₁₀₄．₂ 5　₁₀₃．₉EmE ₁₀₄．₁

同じ標本をもとにした信頼度 ₉₉ ％ の信頼区間について，正しいものを，次

の 0〜 2のうちから一つ選べ。 ス

0　信頼度 ₉₅ ％ の信頼区間と同じ範囲である。

1　信頼度 ₉₅ ％ の信頼区間より狭い範囲になる。

2　信頼度 ₉₅ ％ の信頼区間より広い範囲になる。

母平均mに対する信頼度 D％ の信頼区間を AEmE Bとするとき，この

信頼区間の幅を B- Aと定める。

のり子さんは信頼区間の幅を シ と比べて半分にしたいと考えた。その

ための方法は ₂ 通りある。

一つは，信頼度を変えずに標本の大きさを セ 倍にすることであり，も

う一つは，標本の大きさを変えずに信頼度を ソタ ． チ ％ にすること

である。

（数学Ⅱ・数学Ｂ第 5問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ



25

次の表は，標準正規分布の分布曲線における右図の

灰色部分の面積の値をまとめたものである。

z₀ 0.00 0.01 0.02 0.03 0.04 0.05 0.06 0.07 0.08 0.09

0.0 ₀．₀₀₀₀ ₀．₀₀₄₀ ₀．₀₀₈₀ ₀．₀₁₂₀ ₀．₀₁₆₀ ₀．₀₁₉₉ ₀．₀₂₃₉ ₀．₀₂₇₉ ₀．₀₃₁₉ ₀．₀₃₅₉

0.1 ₀．₀₃₉₈ ₀．₀₄₃₈ ₀．₀₄₇₈ ₀．₀₅₁₇ ₀．₀₅₅₇ ₀．₀₅₉₆ ₀．₀₆₃₆ ₀．₀₆₇₅ ₀．₀₇₁₄ ₀．₀₇₅₃
0.2 ₀．₀₇₉₃ ₀．₀₈₃₂ ₀．₀₈₇₁ ₀．₀₉₁₀ ₀．₀₉₄₈ ₀．₀₉₈₇ ₀．₁₀₂₆ ₀．₁₀₆₄ ₀．₁₁₀₃ ₀．₁₁₄₁
0.3 ₀．₁₁₇₉ ₀．₁₂₁₇ ₀．₁₂₅₅ ₀．₁₂₉₃ ₀．₁₃₃₁ ₀．₁₃₆₈ ₀．₁₄₀₆ ₀．₁₄₄₃ ₀．₁₄₈₀ ₀．₁₅₁₇
0.4 ₀．₁₅₅₄ ₀．₁₅₉₁ ₀．₁₆₂₈ ₀．₁₆₆₄ ₀．₁₇₀₀ ₀．₁₇₃₆ ₀．₁₇₇₂ ₀．₁₈₀₈ ₀．₁₈₄₄ ₀．₁₈₇₉
0.5 ₀．₁₉₁₅ ₀．₁₉₅₀ ₀．₁₉₈₅ ₀．₂₀₁₉ ₀．₂₀₅₄ ₀．₂₀₈₈ ₀．₂₁₂₃ ₀．₂₁₅₇ ₀．₂₁₉₀ ₀．₂₂₂₄

0.6 ₀．₂₂₅₇ ₀．₂₂₉₁ ₀．₂₃₂₄ ₀．₂₃₅₇ ₀．₂₃₈₉ ₀．₂₄₂₂ ₀．₂₄₅₄ ₀．₂₄₈₆ ₀．₂₅₁₇ ₀．₂₅₄₉
0.7 ₀．₂₅₈₀ ₀．₂₆₁₁ ₀．₂₆₄₂ ₀．₂₆₇₃ ₀．₂₇₀₄ ₀．₂₇₃₄ ₀．₂₇₆₄ ₀．₂₇₉₄ ₀．₂₈₂₃ ₀．₂₈₅₂
0.8 ₀．₂₈₈₁ ₀．₂₉₁₀ ₀．₂₉₃₉ ₀．₂₉₆₇ ₀．₂₉₉₅ ₀．₃₀₂₃ ₀．₃₀₅₁ ₀．₃₀₇₈ ₀．₃₁₀₆ ₀．₃₁₃₃
0.9 ₀．₃₁₅₉ ₀．₃₁₈₆ ₀．₃₂₁₂ ₀．₃₂₃₈ ₀．₃₂₆₄ ₀．₃₂₈₉ ₀．₃₃₁₅ ₀．₃₃₄₀ ₀．₃₃₆₅ ₀．₃₃₈₉
1.0 ₀．₃₄₁₃ ₀．₃₄₃₈ ₀．₃₄₆₁ ₀．₃₄₈₅ ₀．₃₅₀₈ ₀．₃₅₃₁ ₀．₃₅₅₄ ₀．₃₅₇₇ ₀．₃₅₉₉ ₀．₃₆₂₁

1.1 ₀．₃₆₄₃ ₀．₃₆₆₅ ₀．₃₆₈₆ ₀．₃₇₀₈ ₀．₃₇₂₉ ₀．₃₇₄₉ ₀．₃₇₇₀ ₀．₃₇₉₀ ₀．₃₈₁₀ ₀．₃₈₃₀
1.2 ₀．₃₈₄₉ ₀．₃₈₆₉ ₀．₃₈₈₈ ₀．₃₉₀₇ ₀．₃₉₂₅ ₀．₃₉₄₄ ₀．₃₉₆₂ ₀．₃₉₈₀ ₀．₃₉₉₇ ₀．₄₀₁₅
1.3 ₀．₄₀₃₂ ₀．₄₀₄₉ ₀．₄₀₆₆ ₀．₄₀₈₂ ₀．₄₀₉₉ ₀．₄₁₁₅ ₀．₄₁₃₁ ₀．₄₁₄₇ ₀．₄₁₆₂ ₀．₄₁₇₇
1.4 ₀．₄₁₉₂ ₀．₄₂₀₇ ₀．₄₂₂₂ ₀．₄₂₃₆ ₀．₄₂₅₁ ₀．₄₂₆₅ ₀．₄₂₇₉ ₀．₄₂₉₂ ₀．₄₃₀₆ ₀．₄₃₁₉
1.5 ₀．₄₃₃₂ ₀．₄₃₄₅ ₀．₄₃₅₇ ₀．₄₃₇₀ ₀．₄₃₈₂ ₀．₄₃₉₄ ₀．₄₄₀₆ ₀．₄₄₁₈ ₀．₄₄₂₉ ₀．₄₄₄₁

1.6 ₀．₄₄₅₂ ₀．₄₄₆₃ ₀．₄₄₇₄ ₀．₄₄₈₄ ₀．₄₄₉₅ ₀．₄₅₀₅ ₀．₄₅₁₅ ₀．₄₅₂₅ ₀．₄₅₃₅ ₀．₄₅₄₅
1.7 ₀．₄₅₅₄ ₀．₄₅₆₄ ₀．₄₅₇₃ ₀．₄₅₈₂ ₀．₄₅₉₁ ₀．₄₅₉₉ ₀．₄₆₀₈ ₀．₄₆₁₆ ₀．₄₆₂₅ ₀．₄₆₃₃
1.8 ₀．₄₆₄₁ ₀．₄₆₄₉ ₀．₄₆₅₆ ₀．₄₆₆₄ ₀．₄₆₇₁ ₀．₄₆₇₈ ₀．₄₆₈₆ ₀．₄₆₉₃ ₀．₄₆₉₉ ₀．₄₇₀₆
1.9 ₀．₄₇₁₃ ₀．₄₇₁₉ ₀．₄₇₂₆ ₀．₄₇₃₂ ₀．₄₇₃₈ ₀．₄₇₄₄ ₀．₄₇₅₀ ₀．₄₇₅₆ ₀．₄₇₆₁ ₀．₄₇₆₇
2.0 ₀．₄₇₇₂ ₀．₄₇₇₈ ₀．₄₇₈₃ ₀．₄₇₈₈ ₀．₄₇₉₃ ₀．₄₇₉₈ ₀．₄₈₀₃ ₀．₄₈₀₈ ₀．₄₈₁₂ ₀．₄₈₁₇

2.1 ₀．₄₈₂₁ ₀．₄₈₂₆ ₀．₄₈₃₀ ₀．₄₈₃₄ ₀．₄₈₃₈ ₀．₄₈₄₂ ₀．₄₈₄₆ ₀．₄₈₅₀ ₀．₄₈₅₄ ₀．₄₈₅₇
2.2 ₀．₄₈₆₁ ₀．₄₈₆₄ ₀．₄₈₆₈ ₀．₄₈₇₁ ₀．₄₈₇₅ ₀．₄₈₇₈ ₀．₄₈₈₁ ₀．₄₈₈₄ ₀．₄₈₈₇ ₀．₄₈₉₀
2.3 ₀．₄₈₉₃ ₀．₄₈₉₆ ₀．₄₈₉₈ ₀．₄₉₀₁ ₀．₄₉₀₄ ₀．₄₉₀₆ ₀．₄₉₀₉ ₀．₄₉₁₁ ₀．₄₉₁₃ ₀．₄₉₁₆
2.4 ₀．₄₉₁₈ ₀．₄₉₂₀ ₀．₄₉₂₂ ₀．₄₉₂₅ ₀．₄₉₂₇ ₀．₄₉₂₉ ₀．₄₉₃₁ ₀．₄₉₃₂ ₀．₄₉₃₄ ₀．₄₉₃₆
2.5 ₀．₄₉₃₈ ₀．₄₉₄₀ ₀．₄₉₄₁ ₀．₄₉₄₃ ₀．₄₉₄₅ ₀．₄₉₄₆ ₀．₄₉₄₈ ₀．₄₉₄₉ ₀．₄₉₅₁ ₀．₄₉₅₂

2.6 ₀．₄₉₅₃ ₀．₄₉₅₅ ₀．₄₉₅₆ ₀．₄₉₅₇ ₀．₄₉₅₉ ₀．₄₉₆₀ ₀．₄₉₆₁ ₀．₄₉₆₂ ₀．₄₉₆₃ ₀．₄₉₆₄
2.7 ₀．₄₉₆₅ ₀．₄₉₆₆ ₀．₄₉₆₇ ₀．₄₉₆₈ ₀．₄₉₆₉ ₀．₄₉₇₀ ₀．₄₉₇₁ ₀．₄₉₇₂ ₀．₄₉₇₃ ₀．₄₉₇₄
2.8 ₀．₄₉₇₄ ₀．₄₉₇₅ ₀．₄₉₇₆ ₀．₄₉₇₇ ₀．₄₉₇₇ ₀．₄₉₇₈ ₀．₄₉₇₉ ₀．₄₉₇₉ ₀．₄₉₈₀ ₀．₄₉₈₁
2.9 ₀．₄₉₈₁ ₀．₄₉₈₂ ₀．₄₉₈₂ ₀．₄₉₈₃ ₀．₄₉₈₄ ₀．₄₉₈₄ ₀．₄₉₈₅ ₀．₄₉₈₅ ₀．₄₉₈₆ ₀．₄₉₈₆
3.0 ₀．₄₉₈₇ ₀．₄₉₈₇ ₀．₄₉₈₇ ₀．₄₉₈₈ ₀．₄₉₈₈ ₀．₄₉₈₉ ₀．₄₉₈₉ ₀．₄₉₈₉ ₀．₄₉₉₀ ₀．₄₉₉₀

正　規　分　布　表

z₀ z

y

O
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なお，同一の問題文中に ア ， イウ などが ₂度以上現れる場合，原則

として， ₂度目以降は， ア ， イウ のように細字で表記します。

また，「すべて選べ」や「二つ選べ」などの指示のある問いに対して複数解答する

場合は，同じ解答欄に符号，数字又は文字を複数マークしなさい。

例えば， エ と表示のある問いに対して 1， 4と解答する場合は，次の

（例 ₂）のように解答欄エの 1， 4にそれぞれマークしなさい。

（例 ₂）

エ ― 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 a b c d

₃　分数形で解答する場合，分数の符号は分子につけ，分母につけてはいけません。

例えば，
キ

　
に

5

4
- と答えたいときは，

5

4- として答えなさい。

また，それ以上約分できない形で答えなさい。

例えば，
4

3 と答えるところを，
8

6 のように答えてはいけません。

₄　小数の形で解答する場合，指定された桁数の一つ下の桁を四捨五入して答えな

さい。また，必要に応じて，指定された桁まで 0をマークしなさい。

例えば， ク ． ケコ に ₂．₅と答えたいときには，₂．₅0として答えなさい。

₅　根号を含む形で解答する場合，根号の中に現れる自然数が最小となる形で答え

なさい。

例えば， サ シ に 24 と答えるところを，2 8 のように答えて

はいけません。

オカ


